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東病棟カンファレンス記録

平成22年　１月　11日　（月）　　　　　　司会　藤原　香織　　　記録　中野　留美子
	東
	高橋
	藤原
（香）
	山田
（司）
	鳥谷部
	西山
	谷川
	滝田
	寺澤
	大井

	○
	休
	○
	○
	休
	深
	休
	休
	休
	休

	上口
	中野
	小泉
	阿部
	藤原
（英）
	橘
	橋本
	久保
	工藤
	中村
（真）

	遅刻・早退
	○
	休
	A留守
	○
	　○
	準
	深
	○
	準

	田口
	松川
	鈴木
	荒木田
	長濱
	田村
	田端
	佐々木
（真）
	番場
	佐々木(弘)

	A留守
	休
	準
	○
	休
	深
	C留守
	休
	休
	休

	富澤
	松橋
	伊藤
	新谷
	沼山
	
	
	
	
	

	業務
	休
	○
	買い物
	○
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・栄養チームより、1月15日夕食、セレクト献立のお知らせ内容に誤りがあるとの事。セレクトB主菜が、「豚肉のあけぼの焼き」ではなく、「鶏肉のあけぼの焼き」になります。

・第4回法人研修についてですが、グループワーク研修となります。

グループ分けが必要な為、期日までに打ち込みをお願いしていますが、まだ殆どのスタッフの方が打ち込みされていません。必ず、期日（1/13）までに打ち込みしていただけるようご協力宜しくお願い致します。また、1/29の第3回の法人研修も入力お願いします。

・喫煙室のドアは修理済みです。

・トイレットペーパーの使用状況は続けて記録し集計していきたい。

・明日1/12～から定期採血・採尿が始まります。

・書初めの投票は、本日15時までです。

・1/14（木）立ち入り調査があります。

・1/15（金）火災訓練があります。詳細は各自確認しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・宮下　フミ様～昨日御家族面会あり、主治医より1ヶ月を目途に退院を考えて行く事説明している。又、介護申請やデイサービスなど希望あり役所に確認しに行くとの事。

　　　　　　　　食事について今まで台車で来ていましたが、歩行状態も良好の為今日の夕食からレストランになります。本日、作業療法のオリエンテーションを実施し、今後作業は導入していく予定です。

・西澤　久様～退院（1/20）及び、初外来日（1/28　9：30）について家族連絡し、了解を得ています。1月15日13：30退院療養検討会を予定していましたが、南陽館利用を検討しており、そちらのスタッフ、金子さん、御家族も交えての検討をしていく事になり日時変更となり、調整しています。

・塚本　勝昭様～公衆電話の利用の他に、例えば104番を使用したい時、電報をしたい、携帯電話の使用など希望ありました。主治医より制限はなくニーズに対応をする必要がある為、処遇制限（電話）について西山Nsがマニュアル作成中です。

＜隔離入室患者様＞

・畑中　成夫様～身体拘束・終日隔離中。週末拘束帯を「外して欲しい。」や拘束帯を外そうとする行為見られています。本日は不穏行為、神に対する発言もなく表情や顔色も落着いていますが、今朝、スタッフに「アイスを持ってこないと殺すぞ。」と発言ありました。比較的男性スタッフに対して攻撃的となる傾向です。今までの生活歴や何か心の問題を含め宗教的な関係があると思いますので、何か、本人から情報を探ることができ、介入に役立てることができれる方向につなげていきましょう。本日は午前中排便みられています。

・神田　直樹様～終日隔離・開放観察中。開放観察中はホールで読書していることが多いです。会話時、発言がちぐはぐな内容の事もありますが、興奮・易怒的となることはない状態です。明日の診察では開放観察の様子も情報提供しながら、昼食時をはさみ開放観察が可能かどうか確認していきましょう。また、昨日御両親の面会もありましたので、入院形態を考慮した御両親の病気に対する理解やこれからの方向性など確認し介入しましょう。以前他院を退院された経緯（病院の対応に不満など）もありますので、疾病教室や個別の勉強会など活用し援助していっても良いケースではないでしょうか。また、知能検査しⅠQ程度を参考にして援助をして行く方法もあるでしょう。

＜要注目患者様＞

・外山　尚武様～夜間不眠・断眠が続いており、自床で休む事はなくホールで過ごす傾向にあり午睡もみられていない。本日、朝薬を出したり、昼食・昼薬の拒否もみられています。強い興奮は見られていません。要観察し主治医に情報提供しましょう。

・磯島　貴広様～本日正式に西病棟より転入となりましたが、これからも危険行為などがないか動静の観察を密にしましょう。

＜川端Drケースカンファ＞

・塚本　勝昭様～週末、本日お父様の面会があり、アルバムをみたり、新聞の話をするなど落着いて面会をされています。1/13（水）13：30～16：30、スタッフ（高橋Nsの予定）とお父様同伴にて外出予定があります。主治医より行き先、予定をきちんと決めて外出をして下さい。用事が済まないから外出時間を延長するなどの対応はしないように気をつけましょう。また1/13が外出日となった経緯をスタッフが把握出来ていない為、注意し、統一した対応が出来る様にしていきましょう。

　　　　　　　　明朝、薬剤血中濃度検査予定でしたが1/20へ変更し、明朝はセット３と血糖・検尿をして下さいと指示がありました。また、排便困難ありセンナリドが1錠追加処方されたため、排便確認をしましょう。

・澤口　直美様～終日隔離中あるが、自室で箱作りをしたり塗り絵をされ集中できている。介入時気分高揚、多弁さはみられていません。主治医より排便確認をし、必要時緩下剤を使用していきましょう。

　　　　　　　　診察後、処遇変更あり。午前9：30～11：30　午後14：00～16：00の各２時間

　　　　　　　　開放観察の指示にて本日午後から開始しています。また、食事変更希望あり、

　　　　　　　　お粥から常食・ご飯・普通盛へ変更しています。

・乙部　純一郎様～本日朝食時よりホールベンチで過ごされ、破損・問題行為なく経過している。

　　　　　　　　　日中は、スタッフが付き添える場合など食事をホールでする事も可能だが、「食事はホールでする」と認識する可能性があり、現在、夜勤帯は対応困難時もある。そのため食事をとる場所を考慮していく必要がある。

・大釜　万知様～喫煙後Ｂホールで10分程度過ごされるが、直ぐ帰室してしまうことが多い。今後もＢホールで過ごすように働きかけましょう。1ヶ月程度を目途にＢユニットの移動をしていきましょう。

・田名部　浩平様～以前Ｂユニットにいた際は不眠傾向にあったが、現在は睡眠が確保されている。他に特に状態変化はみられない。

　　　　　　　　　診察後、西Ｂユニットへ転出されました。

・浜田　正彦様～主治医より、アルコールプログラムのⅢ期の内容を確認したが本人には難しいと思われるため、出来そうな範囲で再度作成して下さい。担当者には報告済み。

・山田　倉松様～入院後「喉のあんばいが悪い。」等不調を訴えているが、食事は主食全量、副食は少量程度摂取されています。排便の有無も確認しましょう。

・小笠原　久年様～作業療法中は居眠りありますが途中退席せず参加しています。以前診察時本人からタバコの増量を希望され、作業療法の参加状況がよければと約束していた為、本日の診察で確認します。診察後、本日午後作業療法を欠席したため増量はなくなりました。

・杉澤　恵子様～ふらつき著明にあり、立位保持困難、前傾姿勢になり歩行も困難な状態にある。

　　　　　　　　本人土曜日に床に転んだと話し、右臀部に内出血・腫脹・疼痛あり、骨盤部のレントゲン撮影をしている。結果、特に異常所見なし。主治医より行動する際は単独ではなくスタッフ付き添いで行動することと、夜間は眠るようにしましょうと説明しています。

・吉田　光良様～入眠時間に時間がかかり、それに伴い、空腹感・間食要求が頻回のため、食事変更し、粥大盛り・キザミに変更となっています。

＜ベッドコントロール＞

本日磯島　貴広様　西病棟Ｂ→東病棟Ａへ、生駒　哮様　東病棟Ａ→西病棟Ｂへ移動となる。

現在数52名となっている。

本日西病棟より1名が北病棟へ移動となっている。西病棟Ｂ1床　空あり。

本日午後診察後、東病棟Ａより、田名部浩平様を西病棟Ｂへ転出となっている。
現在数51名となったが、入院1名あり　現在数52名となっている。

＜新入院患者様＞
　　中村　るみ子様　36歳。

　　　主病名:統合失調症　知的障害

　　　合併症：高血圧

　　　病棟　：東Aユニット

　　　入院形態：任意入院

　　　主治医：田名部Dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当院2回目の入院、初発(友人関係不適応)は本人中学1年の頃。当院初診はH4年6月13日で三沢聖心会病院からの紹介で受診、1回目の入院となる。H6年4月退院後は不定期な通院となる。　　　　　　　　　　その間他精神科（三沢聖心会病院・十和田済生会病院・青森つくしが丘病院）病院に8回の入院歴（詳細不明）あり。H10年3月5日（計7回目）つくしが丘病院退院後は自宅療養し、同年3月14日より当院への通院治療を再開するも8月には中断。H11年2月、情動不穏、徘徊で高松病院での通院加療開始、H11年4月より当院への通院再開しているが、H16年5月24日から8月16日までつくしが丘病院入院（詳細不明・計8回目）。退院後は当院への通院再開（不定期）し現在に至る。

　知的障害者更生施設「モクモク」への通所もしている。

　今年1月9日受診した際、母親から本人様の奇異な行動（下着を4枚重ねて履く、反応がなかったり、眠らずに動き回る）が目立つとの事から服薬調整していたが、本日再受診し状態改善みられず母親から入院での治療希望聞かれ、本人様も入院での治療に同意得られた事から、東Aユニットに病状改善目的で任意入院となる。

診察時、入院の説明に対して「入院します。」との返事聞かれている。

　母親からは今月に入ってから、十数年来、交際のあった男性から、交際を断わられてから、状態変化が出てきたとの話聞かれている。

＜入院後の経過＞

12:30独歩にて東病棟Aユニット（13号室）へ入院となる。

体温35.5℃　脈拍96回/分　血圧150/71mmHg　昼食は全量摂取されている。

母親が帰られると「お母さーん」と泣き出す事あるが、荷物を取りに戻っている事伝えると了解出来ている。又、スタッフからの質問にも返答され疎通取れている。

精神状態、夜間の睡眠状況の観察確認していきながら、確実に服薬出来る様介入し、環境変化に伴なう不安の軽減を図り、他者とのトラブルに注意していきまょう。

　　　　　　　　　　　　　

